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風越山トンネル施工計画の検討状況
H30.6.21 リニア推進特別委員会協議会資料 №1

長野県の路線概要（平面図）

計画路線（新設区間（トンネル部））

駅部

非常口（山岳部）

保守基地

変電施設

・地上部４．４ｋｍ、トンネル部４８．５ｋｍの路線計画です。

計画路線（新設区間（地上部））

大鹿村

喬木村

松川町

豊丘村

高森町
飯田市

阿智村

南木曽町

中川村

2014/11
事業説明会説明資料（抜粋）

※この図に示す計画は説明当時の内容です。
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従来のトンネルの掘削方向

駅部

非常口（山岳部）

保守基地

変電施設

本線トンネルの掘削方向

計画路線（新設区間（地上部））

計画路線（新設区間（トンネル部））

松川右岸坑口

土曽川

黒田

2014/11
事業説明会説明資料（抜粋）

※この図に示す計画は説明当時の内容です。
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風越山トンネル

2018.06.07
説明資料

ＮＡＴＭトンネルの施工概要

穿 孔

⑦ 覆工・路盤コンクリート

削岩機（ジャンボ）

① 穿孔・装薬

② 発破

⑤ 吹付けコンクリート

⑥ ロックボルト

③ 発生土搬出

④ 鋼アーチ支保工

繰り返し
作業

硬い地山のトンネル掘削�、火薬の力を利用して
掘削します。火薬を充填する孔を空けるため、削岩
機を使用します。

資料03

2017/12

松川工区工事説明会資料（抜粋）

2018.06.07
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ベルトコンベヤで運搬

ベルトコンベヤに乗せて外まで運び出す

ダンプによる運搬

タイヤショベル

発 生 土 搬 出

：発生土の流れ

① 穿孔・装薬

② 発破

⑤ 吹付けコンクリート

⑥ ロックボルト

③ 発生土搬出

④ 鋼アーチ支保工

⑦ 覆工・路盤コンクリート

繰り返し
作業

資料04

2017/12

松川工区工事説明会資料（抜粋）

ＮＡＴＭトンネルの施工概要2018.06.07
説明資料

鋼アーチ支保工建込み状況① 穿孔・装薬

② 発破

⑤ 吹付けコンクリート

⑥ ロックボルト

③ 発生土搬出

④ 鋼アーチ支保工

⑦ 覆工・路盤コンクリート

鋼アーチ支保工

繰り返し
作業

※地山状況により施工を実施
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松川工区工事説明会資料（抜粋）

ＮＡＴＭトンネルの施工概要2018.06.07
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ロックボルト

ロックボルトの打設

※地山状況により施工を実施

吹付コンクリート

① 穿孔・装薬

② 発破

⑤ 吹付けコンクリート

⑥ ロックボルト

③ 発生土搬出

④ 鋼アーチ支保工

⑦ 覆工・路盤コンクリート

繰り返し
作業

資料06

2017/12

松川工区工事説明会資料（抜粋）

ＮＡＴＭトンネルの施工概要2018.06.07
説明資料

覆工コンクリート

覆工・路盤コンクリート

路盤コンクリート

① 穿孔・装薬

② 発破

⑤ 吹付けコンクリート

⑥ ロックボルト

③ 発生土搬出

④ 鋼アーチ支保工

⑦ 覆工・路盤コンクリート

繰り返し
作業
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2017/12

松川工区工事説明会資料（抜粋）

ＮＡＴＭトンネルの施工概要2018.06.07
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風越山トンネルの施工計画検討経緯

環境影響評価書で�、風越山トンネルの一部区間（飯田線～滝
の沢川付近）�、礫（石）と砂を主体とするあまり固まっていない地
質であり、トンネルが通過する深さの地下水と地上付近の地下水
がつながっていると考えられるため、ＮＡＴＭによる工事の場合、補
助工法等の対策を行うものの、トンネル工事により浅層の地下水
の水位へ影響を及ぼす可能性があると予測していました。

資料08

平成２７年度実施「水の利用状況等」調査表配布範囲

品川方

名古屋方

地下水利用者：全654地点

2018.06.07
説明資料

資料09

・水を通しやすい地質状況であること

・地表部と地下深くの地下水がつながっている可能性が高いこと

・多くの方が地下水をご利用されていること

以上の理由から、風越山トンネルの一部区間において、地下水へ
の影響が小さいシールド工法の適用を検討してきました。

風越山トンネルの施工計画検討経緯

風越山トンネル

施工計画検討区間

土曽川

黒田

2018.06.07
説明資料



セグメント

送泥・排泥管

シールドマシン

シールド工法の例

シールド工法の概要

シールド工法�、シールドマシンにより土や水がトンネル内に入る
のを防ぎながら掘削するため、地下水への影響が少ない工法です
が、巨大な石や高い地下水位を苦手としています。

風越山トンネルの一部区間に�それらの課題があったため、平成
２８年度から追加の地質調査を行い、専門家の意見も聞きながら、
適用可能性について検討してきました。

シールドマシン
2015/11北条説明会）

2016/3（上郷対策委員会・座光寺説明会）資料を加工

資料10

施工ヤード

2018.06.07
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750

700

650

600

550

500

450

地質名 地質記号

盛土 bs

土石流堆積物 df

ローム Lm

段丘堆積物-1 tr-1

段丘堆積物-2 tr-2

伊那層 In

更新世

前期

～

後期

地質年代

新生代

完新世

野底川

Intr-2地質調査中

品川方

名古屋方

①：今回実施箇所

①：実施済箇所

風越山トンネルの検討結果（地質）

風越山トンネル 施工計画検討区間

資料11

tr-2（段丘堆積物）

・褐色のやや粗めの砂が主体

・径の大きな礫（石）を含んでいる

・風化が進み軟質な礫が大半

In（伊那層）

・多様な種類の円礫（丸い石）が主体

・堅硬であるが径�小さい礫が大半

・砂�褐色で程よく締まっている

名古屋方

品川方

2018.06.07
説明資料



風越山トンネルの検討結果（地下水位） 資料12

地質調査の結果、大きな石�軟らかくなっている可能性が高いこ

と、地下水位が特に高い区間�短いことが分かり、地下水への影

響が少ないシールド工法が適用可能であるとの結論に至りました。

そのため、シールド工法での施工に向けて、発生土搬出方法等の

課題に対する検討を進めてまいります。

・坑口付近を除き、計画路線より地下水位が高い
・地下水位�地上から深さ約30～50m付近にある

・計画路線より地下水位�高い
・地上付近に地下水位がある

750

700

650

600

550

500

450

野底川

Intr-2地質調査中

風越山トンネル 施工計画検討区間

名古屋方

品川方
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シールドトンネルの施工概要 資料13

※当資料�シールド工法の一般的な施工方法を示したものであり、現地状況によって異なる場合があります。
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シールドトンネルの施工概要 資料14

※当資料�シールド工法の一般的な施工方法を示したものであり、現地状況によって異なる場合があります。
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シールドトンネルの施工概要 資料15

※当資料�シールド工法の一般的な施工方法を示したものであり、現地状況によって異なる場合があります。
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シールドトンネルの施工概要 資料16

※当資料�シールド工法の一般的な施工方法を示したものであり、現地状況によって異なる場合があります。

2018.06.07
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シールドトンネルの施工概要 資料17

※当資料�シールド工法の一般的な施工方法を示したものであり、現地状況によって異なる場合があります。
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シールドトンネルの施工概要 資料18

※当資料�シールド工法の一般的な施工方法を示したものであり、現地状況によって異なる場合があります。

2018.06.07
説明資料

シールドトンネルの施工概要 資料19

※当資料�シールド工法の一般的な施工方法を示したものであり、現地状況によって異なる場合があります。
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シールドトンネルの施工概要 資料20

※当資料�シールド工法の一般的な施工方法を示したものであり、現地状況によって異なる場合があります。
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シールドトンネルの施工概要 資料21

※当資料�シールド工法の一般的な施工方法を示したものであり、現地状況によって異なる場合があります。
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シールドトンネルの施工概要 資料22

※当資料�シールド工法の一般的な施工方法を示したものであり、現地状況によって異なる場合があります。

2018.06.07
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シールドトンネルの施工概要 資料23

※当資料�シールド工法の一般的な施工方法を示したものであり、現地状況によって異なる場合があります。
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シールドトンネルの施工概要 資料24

※当資料�シールド工法の一般的な施工方法を示したものであり、現地状況によって異なる場合があります。

2018.06.07
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施工ヤード（土曽川）

施工ヤード（上郷）

（シールドマシン発進位置）

発生土の搬出方向

シールド工法の掘削方向

シールド工法採用における今後の検討内容 資料25

シールド工事に伴う発生土�、土曽川非常口付近の施工ヤー
ド（土曽川）を整備し、施工ヤード（上郷）から当該ヤードまで�
ベルトコンベアで搬送する計画を検討しています。

具体的な搬出方法について�、ヤードから先の運搬ルートを
含めて、長野県、飯田市と協力しながら検討してまいります。

品川方

名古屋方
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説明資料



今後のスケジュール

平成２９年度 平成３０年度

月 １～３ 4～6 7～9 10～12 1～3

地元へのご説明 本日の説明会

発生土搬出
方法等の

検討結果説明

関係箇所との調整
（行政・自治会等）

地質調査

発生土搬出方法
の検討

設計・施工計画

平成30年6月現在
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